
最近プロテインに凝っている編集部の
木下です。久しぶりの出勤では、屋外の
気温の高さに驚きました。
これからは熱中症に注意すべき季節が

やってきます。厚生労働省によれば、外
でマスクがあまりに蒸れる時は外した方
がよいそうです。
無理しない事が大切なんですね。
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今月の言葉
「家族から離れる」

『幸福論』アラン著 ディスカヴァー・トゥエンティワン出版
アラン（1868～1951）哲学者・フランス

現在の１冊

視 点 を 変 え る

【今月のTOPICS】
◇今月の所⾧コラム『視点を変える』
今月の言葉『家族から離れる』
『お仕事備忘録』『編集部より』

◇近況報告『⾧田会計事務所の在宅勤務』
『facebookより』『未来そうぞう塾より』

編集部より

自分の心配事や悩みを、自分以上に心配し怒ってくれる家族や友人の存在はありがたいも
のです。ですが、その中にいることで自分を被害者のように思い込んだり、気遣ってくれる
ことばに苦しくなることがあります。そのような関係から離れて客観的に状況を観察するこ
とが、自分を楽にすることもあると思います。

8月は、夏季休暇を実施する企業が多いため、休暇スケジュール
を確認し、発注や納期ミスなどが無いようにしましょう。

先日、「視点を変える」を体感しました。気分転換に生駒山に登ろうと、枚岡神社からスタート
しました。道中見晴らしのいい展望台があり、眼下には大阪平野が広がります。自分のいる高さに
よって、見渡せる範囲も変わります。街中では建物に隠れて見えない場所も、山の上からは見るこ
とができるのです。
新型コロナウィルス感染症の経営への影響が時間の経過とともに見えてきました。現状を知るこ

とが大切であると先月書きましたが、現状を知り、意識的に視点を変えると、今までの仕組みや提
供する商品やサービスが違って見えてくるかもしれません。
弊所ではお客様とのコミュニケーションの方法を見直しました。従来の電話、郵送、ＦＡＸ、

メールと併せて、データファイルをお預かりできる「クラウド共有フォルダ」を加えることで、利
便性を高めつつ、これから来るかもしれない第二波、第三波に備えようとしています。
弊所担当者から順次ご案内いたしますので、その際は宜しくお願いいたします。
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「こころのしくみ勉強会」
は三密を避け講師のあ～ち
のオフィスでした。

⾧田会計事務所で
はfacebookで情報
発信しています。
HPやQRコードから
でもご覧いただけ
ます。
チェックしてみて
ください♪

⾧田会計事務所 facebookより

新型コロナウィルス
感染症拡大防止のため、
当面お休みさせていた
だきます。

Date

No.

弊所は4月8日の緊急事態宣言発令から在宅勤務を始めました。
準備として、在宅で使用するパソコンに事務所のパソコンに接続できるシステムをインス

トールし、セキュリティも含め事務所のパソコン環境を自宅でも使えるようにしました。
紙で保管している資料のうち必要なものをデータ保存し、ひとまず自宅で仕事ができる環

境が整いました。とはいえ、決してスムーズだったわけではなく、このシステムは事務所の
パソコンをリモート操作するので動きが遅く、時には操作できなくなることもありました。
そんな時は、出勤している者が不具合を解消し対応しました。併せて事務所と自宅の通信環
境の見直しも必要です。接続機器が古いと動きが遅くなるからです。
相手の状況がわからない在宅勤務では質問や相談がしにくいと考え、Chatwork（チャット

ワーク）という１対１で文字や音声をやり取りできるグループウェアを導入し、質問や相談
のしやすい環境を作りました。事務所全体としては9時・15時・17時にZoom（ズーム）で
Webミーティングを行うことにしました。特に15時はお茶の時間として飲み物などを用意し、
雑談する時間にしました。まるで出勤しているかのように「おしゃべり」をすることで私た
ちらしいコミュニケーションを維持しました。
このように在宅勤務を進めていったのですが、盲点は電話対応でした。弊所の電話は転送

機能がついているので、設定しておけば受信は可能です。課題はお客様に電話がかけられな
いこと、転送先の所⾧に電話対応が集中してしまうことでした。これから対応が必要です。
まだ多くの課題はありますが、在宅勤務を経験して「当たり前」と思っていた意識が変わ

りました。通勤にかける時間は家族との時間や学習の時間に使えるのではないかという時間
の使い方への意識、指示を待つのではなく自分で仕事を決めて進めていく意識、問題を自分
で解決しようとする意識です。
在宅勤務のためのITツールはたくさんあり、ほとんどの仕事はできることがわかりました。

同じ仕事ができるのであれば出勤せず在宅で仕事をする日があってもいいのではないか。一
方、事務所で集まることでできる仕事がたくさんあること、直接顔を合わせることの楽しさ、
皆で一緒に仕事できる喜びも改めてわかりました。
在宅勤務を日常の働き方に取り入れると、コロナウイルスの第二、三波、これから起こる

かもしれない台風、地震などの天災、新たな感染症などの際にも慌てずに仕事ができま
す。そのような新しい働き方が私の仕事への意識を変えていくと思います。

⾧田会計事務所の在宅勤務

未来そうぞう塾より


